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佐藤からのお話 どう関わるか

★自己回復力
★常識欠如・配慮不足
★状況依存的非行
★指導の成果と過信
しないこと

★根本改善なく
★納得感なく
受傷感増幅
★指導者側の
無力感

非行発生

行動制止・注意・指導

再非行しない 再非行

反復注意
反省謝罪促し

丁寧な
事情聴取り

再非行リスク

★生きづらさ
★不安・不満

再非行抑止
へ

 

会場の様子 

マスコットキャラクターきんかん君 

 １０月１５日（土）、石川県立図書館（百万石ビブリオバウム）にて「学校で問題行動

のある子どもと向き合う～暴力、わいせつ、盗みは子どものSOS?～」をテーマに、当所

主催の公開シンポジウムを開催しました。 

 今回は主に教育・福祉関係者に御参加いただき、パネリストとして当所所長佐藤、考査

統括杉木のほか、北陸唯一の少年院である湖南学院長山下嘉一氏をお招きし

につい

て、メインテーマに沿って様々な視点からお話をさせていただきました。 

 参加者からも御質問・御意見をいただくことができ、大変有意義なシンポジウムとなり

ました。 

支援の前にニーズを明らかにする

対象者の「困り感」を
引き出すことが支援の第一歩

「あなたのことを思って。」では、
「よし、分かった。」とはならない

「あなたの困っていることを一緒に解決しよう。」

シンポジウムで使用した

資料の一部です！！ 



 

令和４年１０月発刊 

公開シンポジウムの様子や資料を見て当所の取組に興味や関心

を持たれた方、「きんかんだより」を読まれた方、講演・研修

等の講師派遣の御依頼、個別事例の御相談お待ちしています。 

 

私たちも皆様と「連携」していく関係機関の一つです。教育関

係の方も福祉関係の方も保護者の方も「困っている子ども」を

支援していくために一緒になって取り組んでいきましょう！ 

   

相談専用ダイヤル：０７６－２２２－４５２５ 

         （平日9:00～17:00） 

 

これらのパワーポイントスライドは、

公開シンポジウムで使用した資料の一

部です。 

注意欠如多動症の二次障害

適切なケアを欠くと、重大な行動障害に移行することがある

AD/HD

ODD

CD

ASPD

素行症

注意欠如多動症

反抗挑戦性障害

反社会性パーソナリティ障害

故意に他人（主に大人
など権威ある対象）を
怒らせたり、挑発や不
服従を繰り返し行うよ
うになる。

人や動物に対する攻
撃、物の破壊、盗みや
性的ないたずらなど、
周囲に否定的影響を
及ぼす行為が見られる
ようになる。

法や規範に反し、逮捕の原因となる
行為を繰り返し行うようになる。
自分の利益や快楽のために他人を傷
つけ、利益を侵害しても、心が痛まな
いようになる。

DBD(Disruptive Behavior Disorder
＝破壊的行動障害）のマーチ

30～４５%

25～４7%

担当者中心

情報共有・連携の早期着手

上司相談 関係機関へ 早期解決へ

担当対応 上司相談 関係機関へ

ネットワーク活用
多機関連携

担当者の疲弊（バーン・アウト）
対象者の受傷感増幅リスク

佐藤からのお話 連携

非行
発生

「話が大きくなるリスク」
＜「対象者の受傷感軽減」

参加者アンケートから（一部抜粋。意見提出者が特定できないように要旨を変えないまま一部加工しています。） 

 ●子どもの心理・行動のメカニズムをかみくだいて話していただけたので、とても分かりやすかった。 

 ●非行を起こしたからといって、人格まで悪い（悪い子）と考えることは適切ではないことに気づいた。 

 ●生徒の問題行動を自分の指導力不足に帰因させて、自分を責めすぎないようにしようと思った。 

自分を大切にできない子が、
他人を大切にすることは難しい

逆境体験 自尊心の傷付き

他人への信頼感の低下

非難・疎外 問題行動・非行

いじめ
マルトリートメント

虐待…

悪循環


